
様式２

継続
自立支援法の趣旨に基づき,障がい者が地域において自立して生活できる環境づくりに向けて,本事業の施策へ
の貢献度は高い。平成20年度から国において新たな補助制度(ＧＨ改修等）が創設されたことから,この制度
を活用し,引続き計画的に施設整備を進める。担当課 保健福祉総務課 2 4

4
3,651 13,457 ー

障がい者福祉施設整備費補助金
社会福祉法人 Ｈ８ 補助交付件数

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針活　動　指　標　等

補助交付件数

補助交付件数

社会福祉法人

社会福祉法人 Ｈ８

Ａ

継続

待機児童解消のための保育所整備は急務であることから，現在策定中の保育園整備方針整備計画を踏まえ，
施設整備を促進する。

施設整備の建設費借入に係る支払利子の財源として，介護報酬が充当可能になったことに伴い，介護保険適
用施設については，平成19年度から段階的に当該補助制度を縮小し，平成21年度を持って廃止する方向で
見直す。

老朽化や，緊急修繕等を要する施設は多いため，施策への貢献度は高い。高齢者が充実した施設サービスを
利用できるよう，施設を経営する社会福祉法人に対し，施設の環境整備を促進していく。

「ちとせ寮」及び「松原荘」の再整備を民設民営で行い，両施設の老朽化へ対応するとともに運営の一層の
効率化を図るため，平成２０年度公募により決定した事業者に対し事業費の一部補助を実施し，平成23年度
供用開始に向け，計画通り事業を推進する。

Ｃ

Ｂ 継続

待機児童解消のための保育所整備は急務であることから，施設整備の促進と施設の安定的な運営のために助
成を行う。

多様化する保育ニーズに対応した保育サービスを提供のための環境整備は重要であり，老朽化や緊急修繕等
を要する施設は多いため，経営する社会福祉法人に対し，引き続き施設環境整備を促進していく。
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保健福祉総務課
補助交付件数
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児童福祉施設整備費補助金
社会福祉法人 Ｈ８

担当課 保健福祉総務課

児童福祉施設小規模整備費補助金

担当課 保健福祉総務課

担当課

児童福祉施設利子補給金
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19老人福祉施設利子補給金
社会福祉法人 Ｈ８

担当課 保健福祉総務課

Ｈ８
1 1

担当課 保健福祉総務課 1 2

1 1
279,170

担当課 保健福祉総務課・高齢福祉課 ― 6
整備運営法人公募における応募件数

補助交付件数

Ｈ20

第4期介護保険事業計画（Ｈ２１～Ｈ２３）に基づき，介護サービスに係る基盤整備の一環として，特別養
護老人ホームの整備を促進する。

担当課 保健福祉総務課 2 5

継続社会福祉法人 Ｈ８
担当課 保健福祉総務課

Ｈ１９

第4期介護保険事業計画（Ｈ２１～Ｈ２３）に基づき，介護サービスに係る基盤整備の一環として，地域密
着型サービス事業所の整備を促進する。
また，地域密着型サービス事業所については，事業のスケールメリット等の点で厳しい経営状況が想定され
ることから，H21年度より施設整備費について，本市独自の上乗せ補助を実施する。

1

介護施設整備費補助金

社会福祉法人等 Ｈ１８ 見直し地域密着型サービス事業所整備数 Ａ9,400

目標値 事業費 事業費 優先度

Ｈ２０

施設整備の促進に向けた事業者への各種財政支援は，施設整備後の安定経営にも寄与す
るものであり有効である。
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市民が住み慣れた地域において適切な施設サービスを安心して受けられるよ
う，社会福祉施設を計画的に整備してきたところであるが，事業者の確保等に
課題があり，一部事業については進捗が遅れていることから，施設サービス提
供体制の確保に向け，今後も引き続き各種事業を継続する必要がある。

不十分である
説
明

説
明

老人・児童・障がいの各施設について,全般的には計画通り施設整備が進められてお
り，目標は達成している。

説
明

３　今後の取組方針

①取組の
考え方

住み慣れた地域において，自立した生活を送るための環境整備に向けては，施設サービス提供体制の確保が重要であることから，国の補助制度等を積極的
に活用し，各種計画に基づく施設整備を推進する。

５つの施策の中で重要度が一番高く意識されているが，施策の達成状況も市民満足度も低い状況にある。このため，より
身近な地域で福祉サービスが受けられるよう，より一層重点的に小規模多機能居宅介護事業所等の社会福祉施設の整備を
図る必要がある。

②政策評価
会議意見

保育所整備等一部事業において，事業者の確保が進まず進捗が遅れているものがある。

減少している
説
明

特に老人福祉施設や保育所整備については，待機者が解消されていない現状にあること
から，十分なサービス提供体制を確保するため，引続き必要な支援を行い，施設整備を
促進する必要がある。

不十分な事業が
複数ある

概ね達成
（90％以上） （70％～90％未満）

（政策目標への効果）

●

● 十分である
やや不十分であ
る

73.3% 効率性

（住民・社会ニーズ）

（70%未満）

増加している 横ばい

達成していない達成している

24

充実した保健・福祉サービスにより，住み慣れた地域におい
て自立した生活を送っています。

Ｈ１９：基準 Ｈ２０

―---―

Ｈ２１

9.5

施策名

担当課 保健福祉総務課

①総合計画
　政策の柱

市民の安全で健康な笑顔あふれる暮らし
を支えるために

②政策名
（基本施策名）

都市の福祉力を高める
③取組の
　基本方向

「都市の福祉力を高める」ため，福祉教育等により地域の人材育成を図るための「市民の福祉活動
への参画促進」，市民の保健・福祉ニーズに迅速かつきめ細かに対応する双方からノーマライゼー
ション（等しく生きる社会）の実現を図るための「ユニバーサルﾃデザインの推進」，適切な施設
サービスを提供するための「社会福祉施設の充実」，住み慣れた地域において，自立した生活を送
る環境をつくるための「保健・福祉サービス基盤と支援機能の充実」に重点的に取り組みます。

④政策目標
（基本施策目標）

施策目標

②市民の
施策満足度

④
施
策
の
評
価

達成度

有効性

必要性

（事務事業の進捗）

（単年度目標）

市民が福祉施設において，ニーズに応じた質の高いサービスを利用しています。

施策を取巻く
環境

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

3

4

再掲

再掲

再掲

再掲

№ 事　　　業　　　名

2

４　施策を構成する事務事業一覧

ちとせ寮・松原荘再整備費補助金
社会福祉法人

●

-

Ｈ２０

24.5%

●
不十分な事業が
一部ある

③市民の
施策重要度 十分である

57,222

4

11

9,183

2,315

16,017

3,000 3,000

1

11

継続

208,501

5

― 5

老人福祉施設小規模整備費補助金
社会福祉法人

14,242 縮小

事業の
方向性

1 1

3,000

2

Ａ217,450

（千円） （千円）

目標値

実績値

老人福祉施設整備費補助金

実績値 実績値

5

Ｈ１９

対　　象　　者
開始
年度

実績値

継続

3,071

762

97,854 ー

ー

ー

継続

小規模多機能居宅介護事業所の整備率（％）
少子・高齢化の急速な進行や核家族世帯の増加，地域での相互扶助意識の希薄化，雇用形態の多様化などによ
り，地域の支え合いや安定的で良質な福祉サービスがこれまで以上に求められている。こうした中で市民の安
心な生活を支えるため，身近な地域で適切な施設サービスを受けるための，サービス基盤の充実を図る必要が
ある。

施　策　指　標（単位）
①
施
策
の
達
成
状
況

社会福祉施設の充実

―---―

達成率
(%)

目標値

24.0%

Ｈ２４：目標

―---―

100

―---―

実績値

―---―

100

目標値

69

目標値 目標値

―---― 3624

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値



様式２

担当課 保健福祉総務課 0 0
Ｈ８ 補助交付件数 継続

老朽化や，緊急修繕等を要する施設は多いため，施策への貢献度は高い。障がい者が充実した施設サービス
を利用できるよう，施設を経営する社会福祉法人に対し，施設の環境整備を促進していく。

1
0 0 ー

施設整備費の借入に係る支払利子の財源として支援費の充当が可能なことから,本事業については,平成19年
度から段階的に縮小し,平成21年度を持って廃止の方向で見直す担当課 保健福祉総務課 7 7

2,615 1,622 ー 縮小
障がい者福祉施設利子補給金

社会福祉法人 Ｈ８ 補助交付件数

施　策　事　業　費　合　計 527,452 418,080

7

1障がい者福祉施設小規模整備費補助金
社会福祉法人

再掲

再掲

7


